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委 員 長   続きまして、保健センターが所管いたします「湯島デイサービスセンター」の選定

理由について説明を求めます。 

          （選定理由説明） 

センター   高齢化社会に対応した高齢者の福祉向上を目的として、平成 6 年度に湯島デイサー

ビスセンターは設置されました。それ以降、高齢者の自立した日常生活支援、社会的

孤立感の解消、心身機能の維持向上、また、介護する家族の身体的精神的負担の軽減

を図り、市民の福祉向上に貢献しております。 

施設は養護老人ホーム「湯島の里」に隣接して老人ホームショートステイ・デイサ

ービスの合同施設で、老人ホームショートステイ部分との完全な仕切はありません。 

       施設の開設当初より、平成 11 年度までは所長以外の職員は社会福祉協議会からの

人材派遣により市直営で運営しており、委託料は 2018 万円を支出しています。 

平成 12 年度の介護保険制度開始後は、社会福祉協議会が介護保険事業所とし指定

を受けてデイサービス事業所として運営しております。介護報酬の収入があり委託料

の支出はありません。 

平成 18 年度から平成 20 年度までの 3 年間、社会福祉協議会を指定管理者として指

定し運営して管理運営費の支出はありません。 

最近の業績は、指定管理を受けたあとの 18・19 年度は良かったが、20 年度は利用

者の死亡もあり、落ち込んでいます。                     

（19 年度利用登録者数 778 名・延利用者数 6177 名・一日平均約 20 名） 

       事業評価につきましては、平成 18 年度及び 19 年度において施設の運営、利用の促

進が図られ、また、個人に対応した適切なサービスの提供、安全管理及び個人情報の    

保護にも努めており、適正な管理運営がなされていると評価しております。 

 

       指定とする理由といたしましては、 

第１に、社会福祉協議会は、平成 6 年から現在までの長期に渡り継続したデイサー

ビス事業の運営の実績と、社会的地域的な信頼性の高さ、利用者への安定した質の高

いサービスの提供ができており、介護サービス事業所として優秀である点。 

第２に、介護保険事業以外に地域福祉の立場から、①独居高齢者等を見守るネット

ワーク体制の構築 ②要介護状態になることを予防し、高齢者が過ごしやすい地域づ

くりとして、サロン活動の普及などの介護予防事業や生きがいデイサービス事業等も、

市の委託を受け積極的に事業を推進すると共にボランティアの育成に力を入れてい

る点で、高齢化率が 30％を超えている八幡浜市にとって、高齢者の介護予防事業か

ら介護サービスの提供を継続して展開できる事業所の育成は重要であると考えてい

ます。 

第３番目に湯島デイサービスセンターは、養護老人ホーム「湯島の里」と一体であ

る施設のため、給食施設が共有となっており、同一事業所での運営が適切であると判

断いたしております。 

 第４番目の理由としましては、老人ホームが運営するショートステイ事業を、今後、

認知症高齢者徘徊ＳＯＳネットワーク事業として、身元不明高齢者の一時保護施設に

活用する予定もあるため、公共的団体である社会福祉協議会の運営が望ましいと考え

ています。介護保険事業は、競争の原理で多くの民間企業が参入していますが、営利

を目的としないこれらの福祉事業について、社会福祉協議会が果たす役割は大きく、

行政としても育成していく必要があると思われます。また、介護に携わる労働者の離
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職率が高いと言われている現在の状況において、安定した職場での地域雇用の確保及

び公益福祉団体の育成の面からも八幡浜市社会福祉協議会を継続して指定することが

適切であると考えます。 

委 員 長   選定理由の説明が終わりましたが質問、ご意見はありませんか。 

委 員      市からの支出はないのは事業収益があるためだと判断できるが、収支明細はありま

せんか。また、老人ホームと同じ施設内・同じ団体に委託するのであれば、委託金額

も収益を差し引いた額で契約すべきと思うが何か別々にする理由があるのか 

センター   収支の資料は用意していません。養護老人ホームは老人福祉法、デイサービス事業

は介護保険法が適用されており条例が別となっている。合併前は保健福祉課が両施設

を所管していたが、合併により課が福祉事務所と保健センターに別れたため、別々の

所管となっている。 

委 員   民間の感覚と福祉事業の違いはあると思うが、施設を統合し効率化すべきと思う。 

センター   今後、検討して参ります。 

委 員   徘徊ＳＯＳネットワークについて具体的に説明していただきますか。 

センター   高齢化により認知症患者が増えたことに伴い、高齢者の徘徊も増えてきています。 

身元のわからない高齢者が警察に保護される状況になった時に身元が判明するまでの

間お預かりする施設です。       

       

委 員 長   他に確認される事項はございませんか、無いようでしたら、所管課の提案どおりと

することに、ご異議ありませんか。 

       （異議なし） 

委 員 長   ご異議がないようですので、本件については所管課提案のとおり、八幡浜市社会福

祉協議会を「湯島デイサービスセンター」の指定管理者の候補者として選定すること

といたします。 

 


